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進んで課題を解決していく

児童を育てる学級活動の工夫
課題解決のためのステップアップを図る－

－『みんなの学級会カード』の活用を通して

特別研修員 市川 悟 （富岡市立額部小学校）

《研究の概要》

本研究は、進んで課題を解決していく児童の育成を目指し、学級活動の指導において、

課題把握、話合い活動、自己評価の工夫を行った実践的研究である。具体的には、学級や

自分の課題を解決していく過程において、４種類の『みんなの学級会カード』を活用して

、 、 、いくことにより 児童一人一人が課題に気付き 話合いをしながら課題の解決方法を探り

進んで課題解決に向けた実践に取り組んでいくことができるようにしたものである。

【小学校 特別活動 学級活動 話合い活動 課題解決学習 カード利用】キーワード

Ⅰ 主題設定の理由

近年の社会情勢や子どもたちの現状、実態を受

け、児童・生徒が自ら課題を見付け、自ら学び、

自ら考え、問題を解決する力などの［生きる力］

の育成が叫ばれている。新学習指導要領（特別活

） 、 、動 においても 学級活動では児童による自主的

実践的な活動が助長されるようにすること、中学

年になるにしたがって、徐々に自発的、自治的な

活動が広がり、深まるように配慮することなどが

求められている。

本学級の児童（小学校３年生 男子20名、女子

13名、計33名）は、学習や諸活動への取組は全体

的に真面目であり、与えられた課題等にも意欲的

に取り組むことができる。しかし、課題意識をも

たずに現状で満足してしまったり、取組方が受け

身で、指示を待ってから行動することが多くなっ

てしまったりする傾向が強い。

こうした児童の実態を受け、指示を待ってから

行動するのではなく、児童自ら課題意識をもち、

主体的に話し合いながら解決方法を探っていく力

を育成していくこと、また、それらの力が身に付

くような場面を意図的に設定していくことが大切

であると考える。

そこで 「進んで課題を解決していく児童」を、

育てるために、学級や自分の課題を解決していく

過程において、段階的に４種類の『みんなの学級

会カード』を活用しようと考えた。本カードを活

用していくことにより、児童は自ら学級や自分の

改善すべき課題をとらえ、主体的に話合い活動に

取り組みながら課題の解決方法を探り、進んで課

題解決に向けた実践に取り組んでいくことができ

ると考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

学級活動の指導において、４種類の『みんなの

学級会カード』を活用して 「学級や自分の課題、

把握 「課題解決のための話合い活動 「自己」、 」、

評価と実践 、それぞれの場面における工夫を行」

っていくことにより、児童が段階的に進んで課題

を解決していくようになることを、実践を通して

明らかにする。

Ⅲ 研究の見通し

学級会の事前指導において 『みんなの学級１ 、

会カードⅠ～学級や自分の課題を考えよう！

～』を活用することにより、自ら課題意識をも

って学級や自分を振り返り、改善していくべき

課題を見付けることができるであろう。

学級会の場面において、議題に対する自分の２

考えや理由を記入した『みんなの学級会カード

Ⅱ～議題について考えよう！～ 『みんなの』、

学級会カードⅢ～友達の意見と比べて考えよ
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う！～』を活用していくことにより、議題に対

する具体化された自分の考えを進んで発表し、

自分と友達の意見を比較・検討しながら課題の

解決方法を探っていくことができるであろう。

学級会の事後指導において 『みんなの学級３ 、

会カードⅣ～自分を振り返ってみよう！～』を

活用してその日の話合いまでの自分を振り返っ

て自己評価し、今後心がけていきたいことを考

えていくことにより、進んで課題解決に向けた

実践に取り組んでいくことができるであろう。

Ⅳ 研究の内容

◎研究の全体構想図

《学校教育具体目標》

気づき 考え やりぬく子

《目指す児童像》

進んで課題を解決していく児童

課題意識をも 自分の考えを 自分を振り返

って学級や自 進んで発表し り、進んで課目 、

分を振り返り 友達の意見と 題解決に向け指 、

改善していく 比較・検討し た実践に取りす

べき課題を見 ながら課題の 組んでいくこ児

付けることが 解決方法を探 とができる児童

できる児童 っていくこと 童の

ができる児童姿

見通し１ 見通し２ 見通し３

カードⅠ カードⅡ カードⅢ カードⅣ

手 〔手だて１〕 〔手だて２〕 〔手だて３〕

だ 「学級会の事前」 「学級会の時間」 「学級会の

て 事後」ににおける活用 における活用

おける活用

《児童の実態》

、 。○課題意識をあまりもたずに 現状で満足してしまいがちである

○取組方が受け身で、指示を待ってから行動することが多い。

１ 基本的な考え方

(1) 「進んで課題を解決していく」とは

学級や自分に対する課題意識をもち、課題をと

らえた上で、それをもとに設定された学級会の議

題を解決するための自分の考えをしっかりとも

ち、話合いを通して自分と友達の意見を比較・検

討しながら、課題の解決方法を探っていくことで

ある。そして、その日の話合いについて自分の取

組方を振り返り、今後心がけていきたいことを考

えながら、進んで課題解決に向けた実践に取り組

んでいくことである。

(2) 課題解決のためのステップアップを図る『みん

なの学級会カード』とは

主題の「進んで課題を解決していく児童」にせ

まるために、それぞれの場面において段階的に活

用する、Ａ４版サイズの次の４種類のカードのこ

とである。

ア 『みんなの学級会カードⅠ ～学級や自分

』 （ 『 』）の課題を考えよう！～ 以下 カードⅠ

学級会の事前指導で、学級や自分の課題をとら

え、学級会の議題を考えていく場面において活用

する。学級や自分の課題を具体的に考えやすいよ

うに、課題として自分が考える項目に○を付け、

それについての自分の考えを文章記述できるよう

にしたカードである。自ら課題意識をもって、学

級や自分の改善すべき課題を見付けるための手だ

てとして活用する。

イ 『みんなの学級会カードⅡ ～議題につい

て考えよう！～』 （以下『カードⅡ ）』

学級会の事前指導から学級会の中で活用する。

『カードⅠ』に挙げられた課題の中から設定され

た議題について、学級会の事前に、自分の考えと

その理由を端的にまとめて記述できるようにして

いるカードである。児童は、このカードに自分の

考えを記入してから学級会に臨む。議題に対する

具体化された自分の考えが記入されたカードをも

とに、意見を進んで発表できるようにするための

手だてとして活用する。

ウ 『みんなの学級会カードⅢ ～友達の意見

』 （ 『 』）と比べて考えよう！～ 以下 カードⅢ

学級会の中で活用する。自分と友達の意見を比

べながら、参考になった友達の意見を挙げ、それ

を聞いて自分の考えたことを記入していくカード

である。友達の意見を聞き、自分の意見と比較・

検討しながらよりよい考えを出し、課題の解決方

法を探っていくための手だてとして活用する。

エ 『みんなの学級会カードⅣ ～自分を振り

返ってみよう～』 （以下『カードⅣ ）』

学級会の事後指導において活用する。その日の

話合いまでの自分の振り返りをして自己評価し、
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学級会の中で頑張れたこと、反省点、これから自

分が心がけていきたいことを記入していくカード

である。また 「先生より」の欄に、事後に教師、

からの励ましの言葉などを書いて児童に返す。話

合いまでの自分の取組方を反省しながら、今後自

ら課題解決に向けて実践化を図るための手だてと

して活用する。

２ 実践の概要及び結果と考察

自ら課題意識をもって学級や自分を振り返(1)

り、改善していくべき学級や自分の課題を見付

けることができたか（見通し１ 。）

ア 実践の概要

児童一人一人が課題意識をもち、学級や自分を

振り返って改善すべき課題を見付けていくことが

できるようにするための手だてとして 『カード、

Ⅰ』を活用した。

カードの工夫として、児童が学級や自分の課題

を具体的に考えやすくするために、児童に意識し

て考えさせたい課題の項目をあらかじめカードに

記載しておき、そこから児童一人一人が考えた課

題を、自分の言葉で記入できるようにした。

、 、また カードを使用する際の指導の工夫として

自分でなかなか課題が見付けられない児童には、

それぞれの課題の項目について具体的に考えられ

るような助言を与え、自分で課題を見付けられる

ようにした。助言は、課題となりそうな項目に対

して、活動の時間帯や場所などを具体的に挙げな

がら尋ねるなどし、児童が学級や自分を振り返っ

て課題を考えやすくするように心がけた。カード

は記入後に回収し、集められた課題の中から、話

し合う必要性のある課題を児童に紹介しながら、

次の学級会で議題として取り上げるようにした。

イ 結果と考察

抽出児Ａ子は『カードⅠ』が配られると、カー

ドの書き方についての教師の説明を聞いた後、カ

ードに記載されている課題の項目を見て、学級や

自分の課題について、考えを巡らせている様子で

。 、あった すぐには記入することができなかったが

しばらく考えた後、課題項目３の「時間に対する

けじめについて」に○を付け、課題について自分

の言葉で記述した（資料１ 。）

学級会の事前に課題を考える場面において カ、『

ードⅠ』を活用することにより、Ａ子は学級や自

分について考える時間を十分にとることができ、

課題意識をもって学級や自分の課題について振り

資料１ Ａ子の『カードⅠ』に書かれた

学級の課題の記入例

返り、自分の考えとして課題をまとめることがで

きたと考える。

Ａ子が記述した課題の内容である「時間に対す

るけじめについて」は、行動が遅くなりがちな学

級や個人の課題として考えていくべき課題であ

。 、「 、る 記述の中でＡ子は 朝礼や集会がある時に

遅れて用意をしている人がいる 」という改善す。

べき点を挙げ 「準備をもっと早くした方がいい、

と思う 」という自分の考えを具体的に提示して。

いた。このことからＡ子は 『カードⅠ』を活用、

することにより、課題意識をもって学級のことを

振り返り、改善していくべき課題を見付けること

ができたと考える。

また、学級全体としては、学級や自分の課題に

ついて考えて『カードⅠ』に記入する場面におい

て、児童は学級や自分のことを振り返りながら、

全員が改善すべき課題について考えて記入するこ

とができ、一人で複数の課題を見付けられた児童

もいた（資料２ 。）

課題として児童が挙げた内容については、授業

や学習に対して集中することの必要性や、休み時

間に友達同士仲良く遊ぶことの大切さなどを挙げ

ており、学級の実態をふまえ、改善すべき課題と

して挙げられる必要性のあるものが多かった。

以上のことから 『カードⅠ』を活用すること、

により、自ら課題意識をもって学級や自分を振り

返り、改善していくべき課題を見付けることがで

きたと考える。
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資料２ 児童から挙げられた課題の内容と人数

課題の内容 人数

１ 授業や学習面について 17

２ 休み時間などの過ごし方について 13

３ 時間に対するけじめについて 12

４ 係活動について ８

５ 友達関係について ８

６ 準備や計画について ４

７ その他（忘れ物などについて） ４

議題に対する具体化された自分の考えを進(2)

んで発表し、自分と友達の意見を比較・検討し

ながら、課題の解決方法を探っていくことがで

きたか（見通し２ 。）

ア 実践の概要

学級会の事前に、児童は決定した議題（今回の

議題は「係活動をしっかりするにはどうしたらよ

いか ）に対する自分の考えと理由を 『カード」 、

Ⅱ』に端的にまとめて記入した。教師が事前に目

を通し、自分の意見をしっかりと考えられていな

い児童や文章表現のおかしい児童には助言を与

え、自分の言葉でまとめることができるようにし

た。

学級会の中で、児童は『カードⅡ』をもとにし

て、自分の意見を整理して発表した。また、自分

と友達の意見を比較・検討し、参考になった友達

の意見や、それを聞いてさらに自分の意見と合わ

せて考えたことを『カードⅢ』に記入しながら、

話合いの中で課題解決のためのよりよい考えがも

てるようにした。

イ 結果と考察

抽出児Ａ子は、事前に記入した『カードⅡ』に

は 「台ふき係」がいつも先生に言われてから仕、

事を始めているという、学級の係活動についての

改善すべき点を挙げ、係の表を見て、自分がいつ

当番なのかをいつも意識して仕事をすることが大

（ ）。切だという自分の考えを記入していた 資料３

学級会においてＡ子は、司会の投げかけからす

ぐに挙手することができ、二番目に指名されて自

分の考えを発表した。発言は 「私は、係の表を、

見て、自分がいつやるか考えるように心がけた方

がいいと思います。そう考えたわけは、台ふき係

はいつも先生に言われてから給食台をふいている

からです 」という内容であり 『カードⅡ』を。 、

見ながら、はっきりとした声で自分の考えを発表

した。

資料３ Ａ子の『カードⅡ』に書かれた、議題に

対する自分の考えとその理由

発言後は、友達の発言に耳を傾けて聞いていた

が、７人目の児童の「わたしは、友達が係の仕事

をやっていなかったら、やさしく教えてあげた方

がいいと思います。そう考えたわけは、教えてあ

げないと、気付かないでさぼってしまうからで

す 」という意見を聞いて 『カードⅢ』に記入。 、

し始めた（資料４ 。）

資料４ Ａ子の『カードⅢ』に書かれた、参考に

なった友達の意見とそれを聞いて考えたこと

Ａ子は、記入できてからもう一度挙手し 「わ、

たしは、自分の意見と○○さんの意見を合わせて

考えて、友達が仕事をやっていなかったらやさし

く教えてあげて、自分のやるところは、係の表を

見て忘れずに行動した方がいいと思いました 」。

と発言した。事前に自分の考えをまとめておいた
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『 』 、カードⅡ を学級会の中で活用したことにより

ふだん積極的に発言することが少ないＡ子も自分

から進んで挙手し、自分が考える課題の解決方法

を落ち着いて発言していた。

また 『カードⅢ』を学級会の中で活用したこ、

とにより、友達の意見を注意深く聞き取るように

心がけ、友達のよい意見を取り上げて、自分の意

見と合わせた解決方法をカードに記入し、二度目

の発言をした 『カードⅢ』を活用したことによ。

り、Ａ子は自分と友達の意見を比較・検討しなが

ら、両方の意見を合わせた、よりよい解決方法を

探っていくことができたと考える。

学級会における学級全体の挙手や発言の様子に

ついて考察すると、話合いの最初に挙手をし、発

言できた児童は、司会グループを除いた27名中15

名と、半数以上を占めた。また、最初に挙手でき

なかった児童も、話合いの中では挙手をし、最終

的には、全員が自分の意見を発表することができ

た。どの児童も、自分の考えが記入された『カー

ドⅡ』をもとにして発表しており、カードは解決

方法を発表するための有効な手だてとなっている

と考える。

また、カードを活用する以前の１学期の学級会

後と、カードを活用した今回の学級会後に、児童

にアンケートを実施した（資料５ 。）

資料５ 児童へのアンケートの回答結果より

＜質問項目＞

①自分の考えとその理由をしっかりと発表で

きたか。

②学級会で友達の意見を自分の意見と比べな

がら聞けたか。

③友達の意見を参考にして、友達と自分の意

見を合わせて考え、よりよい方法を考えら

れたか。

この結果を見ると 『カードⅡ』活用後の、自、

0 10 20 30 40

人数（人）

③今　回

③１学期

②今　回

②１学期

①今　回

①１学期

よくできた

だいたいできた

あまりよくできなかっ
た

分の考えを進んで発表することができた児童数、

『カードⅢ』活用後の、自分の意見を他の意見と

比べて考え、よりよい解決方法を探っていくこと

ができた児童数、ともに増加しており、カードを

活用したことの有効性の表れと考える。

事後に実施したアンケートにおける、話合い活

動に対する児童の感想の記述には、多くの児童が

「カードを使ったので進んで手を挙げられ、自分

の考えを今までよりもしっかりと発表することが

できた 」という内容を書いていた。参考になっ。

た友達の意見をカードに書きとめながら話し合っ

ていくため、人の意見をよく聞いて理解するよう

になったという感想も見られた（資料６ 。）

資料６ アンケートの中の、カードを使っての

話合い活動に対する児童の感想例

・カードがあったので、思ったことがはっきり

発表できました。

・カードを使えば意見を考えておくから、前よ

りもいっぱい発表できるようになりました。

・前よりも進んで手を挙げられるようになった

ので、とってもよかったです。

・人の意見をよくりかいできました。

・発表の時に、自信をもって発表できました。

・みんなもたくさん発表していたけど、わたし

も発表できたのでよかったです。

以上のことから 『カードⅡ 『カードⅢ』を、 』、

活用していくことにより、事前に議題に対する自

分の考えをまとめ、その考えをカードをもとに進

んで発表し、自分と友達の意見を比較・検討しな

がら、課題の解決方法を探っていくことができた

と考える。

課題解決に向けての自分の取組方を振り返(3)

り、進んで課題解決に向けた実践に取り組んで

いくことができたか（見通し３ 。）

ア 実践の概要

学級会の事後に、児童はその日の話合いまでの

自分の取組方を振り返って 『カードⅣ』に項目、

ごとに３段階で自己評価した。また、話合いの中

で頑張れたことや反省点を挙げ、話し合ったこと

をもとに、課題解決に向けてこれから自分が心が

けていきたいことを整理して文章化した。
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カードは一度回収して、児童一人一人が課題解

決に向けて、自分が心がけていきたいことを実践

していける励みとなるよう 「先生より」の欄に、

。 、 、コメントを書いて返した その後 機会をとらえ

、 、児童の課題解決に向けた取組について 学級全体

あるいは個人に賞賛や助言を与えたりして、話し

合ったことがその後の課題解決につながっていく

よう支援した。

イ 結果と考察

抽出児Ａ子は話合いをふまえ 『カードⅣ』の、

中で、課題解決のためにこれから自分が心がけて

いきたいことを 「係の分担表を見て忘れないよ、

うに心がけていきたい。やっていない係があった

ら、やさしく教えてあげたい 」と、自分の言葉。

で記述していた（資料７ 。）

資料７ Ａ子の『カードⅣ』に書かれた、

これから自分が心がけていきたいこと

以前Ａ子は連絡係として、次の日の予定などを

他の児童に連絡する仕事を忘れがちで、言われて

から気付くことが多かった。しかし、今回の話合

い後は、自分の当番の日を忘れないよう心がける

ようになり、教師が言わなくても予定を端的に伝

えられていた。また、仕事を忘れている児童に、

「○○君、今日当番だよ 」と教えてあげている。

場面も見られた。

他の児童の記述には 「これから自分が心がけ、

ていきたいこと」として、資料８のような内容が

挙げられていた。これらの記述を見ると、児童は

、 、話合いの結果をもとに 友達の意見を参考にして

これから自分が課題解決のために心がけていきた

いことを自分なりによく考え、今後実践していき

たいと考えていると言える。

また 「先生より」の欄に、教師からの励まし、

資料８ 他の児童の『カードⅣ』に書かれた、

これから自分が心がけていきたいことの記入例

・先生に言われなくても、きちんと係の仕事が

できるようにしていきたいです。

・○○くんや△△さんの意見を目標にして、こ

れからも係の仕事をさぼっていかないように

したいです。

・これから係の仕事をさぼらないで、友達と協

力してやっていきたいです。

・自分で発表して決めたことや、友達の意見を

しっかりと守っていきたいです。

の言葉などを書いて児童に返したことにより、児

童はそれを見て自分が記述したことを再確認し、

その後、自分の課題解決に向けた実践に取り組ん

でいく姿が見られるようになった。

児童へのアンケートにおける、課題解決に向け

た質問に対する回答結果を見ても、全員の児童が

課題解決のために自分が心がけていきたいことを

『 』 、カードⅣ を活用して考えることができており

それを今後実行しようと考えたという結果が出て

いた。

以上のことから 『カードⅣ』を活用してその、

日の話合いまでの自分を振り返って自己評価し、

今後心がけていきたいことを考えていくことによ

り、進んで課題解決に向けた実践に取り組んでい

く態度の育成につながったと考える。

Ⅴ 研究のまとめと今後の課題

１ 研究のまとめ

『みんなの学級会カードⅠ』を活用したことに

より、自分で課題意識をもって学級や自分を振り

返り、改善していくべき学級や自分の課題を見付

けることができるようになった。

また 『カードⅡ 『カードⅢ』を活用したこ、 』、

とにより、自分の考えをカードをもとに進んで発

表し、３年生なりに自分と友達の意見を比較・検

討しながら、よりよい課題の解決方法を探ってい

くことができた。

そして 『カードⅣ』を活用して、自分を振り、

返りながら、今後心がけていきたいことを考えた

ことにより、その後多くの児童が、課題解決に向
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けた実践に進んで取り組んでいくことにつながっ

たと考える。

また、事後に実施したアンケートにおける児童

の感想の記述の中には、次のようなものが見られ

た（資料９ 。）

資料９ アンケートの中の、解決方法を考えて

いく話合い活動に対する児童の感想例

・みんなで話合いをするから、いろいろな方法な

どが考えられていいと思います。

・学級会をやって 「守ることを守る」っていう、

気持ちになれました。

・休み時間の過ごし方について話し合って、休み

時間になかよく遊べるようになりました。

・学級会をやって、そのテーマのことがだんだん

テーマどおりになっていると思います。

・友達とのつき合い方で決まったことを守ったの

で、友達とどのようにつき合っていけばよいの

か考えながら、友達となかよくすごすように心

がけるようになりました。

・カードに書いたことを守ろうと思ったので、係

の仕事を忘れないようになりました。

・係の仕事をやる人が前よりもふえました。

これらの感想から、４種類の『みんなの学級会

カード』を活用しながら皆で話し合っていくこと

により、児童は自分たちで課題を見付け、その解

決方法を探り、解決に向けた実践に取り組んでい

くように心がけるようになったことがうかがえ

る。

カードを活用した話合い活動等を通して、課題

解決に向けた取組における、１学期当初からの児

童の変容が随所に見られるようになった。

２ 今後の課題

より活発な、内容のある話合い活動にしていく

ために、児童から出された学級や自分の課題の適

性や必要性、課題から議題を選定する際の方法な

どを検討していく必要がある。

また、アンケート結果にも表れているように、

自分の意見を言うだけでなく、友達の考えと自分

の考えを比較・検討しながら、よりよい解決方法

を探っていく点がまだ十分ではない。カードの内

容や、話合いの中での活用の仕方を検討し、より

内容の濃い解決方法を探っていけるよう、改善し

ていく必要がある。

さらに、話し合われた内容を、課題解決のため

の実践につなげていくために、また、話合い後の

実践を一時的なものにしないために、実践の様子

の振り返りと継続につながる支援を、今後も適宜

行っていく必要がある。
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